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趣　旨

　日本人が書い た英作 文に おい て 、
コ ミ ュ ニ カビ リテ ィ を下げ る要因を明らか に し、よ

り効果的なラ イテ ィ ン グ指導に役 立て る 。

研究の 経緯

　JACEr 中部支部誤文研究会では 1996 年よ りラ イテ ィ ングの指導法の研 究 を進め て

きた 。 初期 の 「治療 的指導」 の 研究 （丹下他 ，1　997 ）で は作文の 内容よ りもむ しろ綴 り、

語順 、 語法 、 構文等の 形式上の誤 りの矯正 に重点がお かれ て い た 。そ こで 、当研究会で

は、作文が実際 どの程度読み 手に理解され て い るか とい う視点か ら、 木村 （1996 ）が

提案 した 「コ ミュ ニ カ ビ リテ ィ J （伝達度）とい う概念 を用い て コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を

妨げ る致命的な誤用 の 解明 と対処法 を模索 して きた。先ず、木村 （1996 ）の 研究を発

展 させ 、 英作文 150 件 をデータ ベ ー
ス化 し、よ り客観的、 数量 的な分 析を可能に す る

ため に 、
コ ミ ュ ニ カ ビ リテ ィ を測定す る尺度を考案 した（丹下他 ，

1998 ）。 次に、作文に

おけ る誤用 を言語理論 の枠組 みの 中に位置づ け 、コ ミ ュ ニ カ ビ リテ ィ に 関わ る要因 を数

量的に 分析 し 、 総括的な結果を報告 した（Tange 　et 　al．
，
1999 ）。

　今回の シ ンホ ジ ウム では、コ ミ ュ ニ カ ビ リテ ィ を下げ る重要な要因 と判明 した意味論

的誤 り、語用論的誤 りをと りあげ 、 誤用 と読者の 理解 を妨げる要因 を作品例 に即 して 考

察す る。尚、 こ れ まで の 研究成果は Tange　etal ．（2000 ）に報告書として ま とめた 。

提案の 概要

1． コ ミュ ニ カ ビ リテ ィ に影響 を及 ぼ す諸要因

　誤文を文法的に分析 ・分類する こ とは比較的詳 し く行わ れて い るが、必ず しも誤文が

どれ 位通 じる か と い う こ とに 関連づ けて行わ れて はい な い 。本研究では 、 確立 され た言

語理論に基 づ く明確な基準で 、先ず誤 りを文法的、論理的、意味論的、語用論的誤 りの

4 分野に厳密 に分類 し、更に それ ぞれ の 分野におい て、誤 りが どの よ うな直接的 （下位 ）

要因に よる もの な の か を特定 し、コ ミ ュ ニ カ ビ リテ ィ に どの ように 、 どの 程度影響を与

えて い るかを分析する 。

　
一

方 、 誤 り （誤文 ）で も、 そ の 意味が完全に、あ る い はある程度理解 される もの と、

全 く理解され な い もの があ る。この理 解度 を左右す る要因には どの ような もの が あ るか

を提案 し、そ れ らが どの ように意味の 理解 を助け て い るか も究明する。そ うす る こ と に

よ り、 誤 りの 深刻度も明 らか にな る と考えられ る 。
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2． コ ミュ ニ カ ビ リテ ィ を下げ る致命的要因

　英作文 150 件に見 られる誤 りをすべ て 拾い 出 し てみ る と、圧倒的に 文法的誤 りが多

く、 そ の 次に意味論的誤 りと語用 論的誤 りが くる 。 こ れは時間的 に限 られた英語教育を

受けて きた高校生の 英作文 がデ ータである の で 予想され た こ とであ る 。 しか し 、 コ ミュ

ニ カ ビ リテ ィ を下げ る致命的要因を見てみ る とその 数は逆 転 し 、 意味論的誤 りと語用論

的誤 りが それぞ れ文法的誤 りを上 回っ た。こ れ は 、 日本 人が 書い た英文は 文法的誤 りが

多 くて通 じに くい 、 とする
一般的 な見方に反するもの であ る 。

3． コ ミ ュ ニ カ ビ リテ ィ を下げる要因 ：意味論か らの 分析

　意味論的誤 りを含む例文を取 り一ヒげ 、 個 々の 誤 りを分析 し、何がそ の文の 理解 を妨げ

て い るか を探る 。 同時に、誤文で あ っ て も、
コ ミュ ニ カ ビ リテ ィ が損 なわれて い ない場

合、そ の 理解を促 した 要因は 何であ るか をも分析する 。 結果 と して 、 1）語彙選 択の誤

り 、 日本語 か らの 直訳 （語彙および統語面）お よび 日本語の 使用 とい うコ ミュ エ カ ビ リ

テ ィ 阻害要因の 主た る もの が 、い ずれも学習者の 語彙不足 に起因 し て い る こ と、 また、

2 ）誤文で あ っ て も文脈 と背景知識に よ っ て理解 を助 け られて い る、とい う二 点 が確認

され た 。 文脈お よび背景知識 が読む者に的確 な推測を可能に して くれ、理解を促 すの で

あ る 。

4． コ ミュ ニ カ ビ リテ ィ を下げる要因 ：語用論か らの 分析

　語用論 的誤 りの 範疇に分類され た六 つ の 下位範疇 （VAG ，
　AMB

，
　MLD ，　PUD ，　REF，　MTP ）

に つ い て 、 作文の 事例 に基づ き、コ ミュ ニ カ ビ リテ ィ を下げ る要因を考察す る 。 特に、

書 き手の 意図 と読み 手の 解釈 の 相違 に着 目し、背景知識、ス キー
マ 、文脈、談話構造、

首尾
一

貫性 、 指示 、 推論、前提等の語用 論に関わる概念を援用 して分析を進 め る 。 分析

の 手順は 、英作文の 誤用 を指摘 し、 書 き手に よる 日本語訳との照合、読み 手 （こ こ で は

英語話者）の コ メン トや修正 乂 は 書き換えられた文などを手が か りに 、 実際 に どの よう

な解釈の 食い 違い が起 きたの かを示す と同時にそ の 原 因を究明する 。

5． デ ィ ス カ ッ シ ョ ン

　シ ンボジ ウムで は本研究の 分析結果 を紹介 し、 コ ミュ ニ カ ビ リテ ィ とライテ ィ ング指

導 へ の 応用 に つ い て参加者の み なさんと意見交換する予定で ある 。
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